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（言語）

総合科目

言語基礎

◎細胞と生物

◎有機化合物の性質と反応
◎医療の中の生薬

◎実務事前学習

◎医療倫理1

◎薬学横断科目

◎薬局実務実習

◎代謝と病気
◎内分泌と病気
◎神経と病気
◎免疫と病気
△発生生物

◎医薬品情報

△放射薬学

◎病原体としての微生物

△医薬品マーケティング

◎薬のサイエンス
　英語

◎がん・病態と薬

◎分析化学実習
◎物理化学実習
◎有機化学実習
◎生化学実習

◎生薬・漢方薬実習
◎薬理実習

◎有機化合物の基本的性質2
◎自然が生み出す薬物

△医用機能性高分子学
△生命の物理

△感染と宿主応答
◎医療英語

◎病院実務実習

△国際医療薬学

言語応用

◎薬学へのプロローグ

◎薬剤師と医療

◎早期臨床体験人文②
社会②

英語ITスキルズ
医療倫理基礎
社会①

基盤演習

◎生命と分子

◎薬学数学演習 ◎有機化合物の基本的性質1
△薬用植物

◎遺伝と生命
◎人体の成り立ち

◎物質の構造と性質

◎化学物質の分析
◎物質間の相互作用

◎機器を用いる分析法
◎エネルギーと平衡
◎物質の変化と速度

◎栄養と健康

◎社会の中の薬剤師

◎総合薬学演習

◎有機化合物の性質と反応

◎微生物の基本△コンピューター生命科学

◎製剤の性質
◎薬の体内動態

◎医療倫理2

◎臨床薬学実習

◎有機化学演習
◎化学物質の構造決定◎薬物動態解析

◎循･呼･泌と病気
◎消･感覚･皮と病気

◎生活環境と健康
◎疾病の予防

◎臨床統計

△臨床栄養

△実践臨床推論

◎個別化医療
△毒の科学

◎化学で見る薬理作用
△創薬化学

◎循･消･泌･生殖と薬
◎免疫･呼･感染と薬

◎症候と臨床検査値

◎臨床調剤

△医療経済学
△医療コミュニケーション

◎薬の法規･制度

◎実践臨床薬学

◎卒論研究2

◎卒論研究1

◎卒論研究3

△臨床薬物速度論
△薬の相互作用の実際

△細胞分子医学

△実践地域医療
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薬
剤
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◎医療の中の漢方薬

◎代謝･内分泌系と薬
◎神経系と薬

アドミッション・ポリシー

◎衛生薬学
実習

◎感染症学
実習

◎製剤実習 ◎薬剤実習

教育能力自己研鑽研究能力
地域の保健・
医療における
実践的能力

薬物療法に
おける

実践的能力

基礎的な
科学力

チーム医療への
参画

コミュニケー
ション能力

患者・生活者
本位の視点

薬剤師としての
心構え

豊かな人間性、医療人としての
幅広い教養と倫理観、コミュニ
ケーション力を有している。

薬と健康を科学的に検証できる。
薬物治療を実践し、医療の高度
化に対応できる。

地域における医療・保健・福祉
に関心をもち、人々の健康増進
に貢献できる知識・技能・態度
や実践的能力を有している。

研究心をもち、自己研鑽を積み
ながら医療の発展に貢献できる
能力を有している。
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